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　９月１６日（日）、関金の伝統行事・御
みゆき

幸行列が行われました。

　御
みゆき

幸行列は、江戸時代の大名行列の様子を垣間見ることのできる珍し

い民俗行事で、毎年９月中旬、湯ノ関神社、大鳥居神社、日吉神社の例

大祭にあわせて行われます。

　当日は、約８５人からなる行列が、市役所関金庁舎を午後１時に出発

し、関金温泉街までの道のりを３時間かけて練り歩きました。途中、雨

が降り始めるなどあいにくの天気となりましたが、笛や太鼓、そして子

どもたちの元気な声は、最後まで途切れることなく関金のまちに響いて

いました。

　沿道には、この勇壮な行列を見ようと多くの人々が訪れ、暖かい声援

を贈っていました。

現在に甦
よみがえ

る時代絵巻
御
みゆき

幸行列
● 第９回全国和牛能力共進会

 和牛博覧会 in とっとり ･･･････････････ 2

● みんなで公共交通を利用しよう ･･････････ 3

● スポーツ・文化の秋（各種講座案内） ･･ 4 ～ 5

● ハート・バリアフリー ･･････････････････ 6

● 遥かな町へ ････････････････････････････ 7

● 出かけてみよう！ ･･････････････････ 8 ～ 9

● インフォメーション ･･････････････ 10 ～ 14

● レッツ！介護予防 ･････････････････････ 15

● あんしんファイル ･････････････････････ 16
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第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
が
５
年
に
一

度
、
一
堂
に
会
し
、
そ
の
優
劣
を
競
う
全
国
大
会
で
、
ま
さ
に「
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」、
県
内
外
か
ら
、
種
牛
の
部
、
肉
牛
の
部
に
出
場
す
る
牛
約

５
０
０
頭
が
集
結
。
和
牛
の
日
本
一
が
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
の
恵
み
豊
か
な
鳥
取
県
の
食
・
観
光
・
文
化
の
魅
力
を
多
彩

に
体
験
で
き
る
食
の
イ
ベ
ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

学
び
の
ゾ
ー
ン

　

和
牛
の
魅
力
を
体
験
学
習
で
き

る
テ
ー
マ
館
、
全
国
の
畜
産
・
農

業
関
連
企
業（
団
体
）の
最
新
技
術
、

商
品
開
発
、
機
械
器
具
な
ど
の
展

示
な
ど
。
全
国
有
名
銘
柄
牛
を
試

食
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
よ
。

競
い
の
ゾ
ー
ン（
種
牛
の
部
）

　

牛
た
ち
の
真
剣
勝
負
を
間
近
で

見
ら
れ
る
審
査
会
場
。
種
牛
の
部

は
出
品
条
件
に
よ
り
、
７
部
門
に

分
か
れ
、
個
体
審
査
を
し
た
上
で

そ
れ
ぞ
れ
の
牛
を
比
較
審
査
し
、

各
区
の
首
席
牛
を
決
定
。
待
機
す

る
牛
の
牛
舎
も
見
学
で
き
ま
す
。

食
の
み
や
こ
ゾ
ー
ン

　

「
食
の
み
や
こ
鳥
取
」の
魅
力
が

い
っ
ぱ
い
。
食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ

し
く
、
鳥
取
県
ら
し
い
料
理
が
こ

こ
で
味
わ
え
ま
す
。
食
事
や
買
い

物
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
。
鳥
取

和
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
も

あ
る
よ
。

倉
吉
市
も
出
展
し
ま
す
!!

㈱
赤
瓦（
土
産
物
）、
農
業
青
年
会

議（
焼
と
う
も
ろ
こ
し
）、
浅
井
も

ち
っ
こ
倶
楽
部（
餅
な
ど
）
全
国

に
倉
吉
を
発
信
し
ま
す
。

集
い
の
ゾ
ー
ン

　

と
り
モ
ー
ス
テ
ー
ジ
で
は
伝
統

芸
能
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な

ど
を
毎
日
開
催
！
ふ
る
さ
と
鳥
取

館
で
は
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
や
足

湯
コ
ー
ナ
ー
な
ど
鳥
取
県
の
魅
力

を
ぎ
ゅ
、
ぎ
ゅ
〜
っ
と
凝
縮
し
て

紹
介
。
子
ど
も
お
茶
席
や
工
作
・

昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

憩
い
の
ゾ
ー
ン

　

ふ
れ
あ
い
動
物
広
場
や
野
外

ス
ポ
ー
ツ
、
遊
具
で
思
い
っ
き

り
遊
ぼ
う
。
子
ど
も
た
ち
集
ま

れ
〜
。

メ
イ
ン
会
場　

米
子
市（
崎
津
住
宅
団
地
）

　

全
国
の
買
参
人
が
集
ま
り
、
枝

肉
の
セ
リ
を
行
い
ま
す
。
迫
力
満

点
の
セ
リ
の
様
子
を
実
際
に
見

て
体
感
で
き
ま
す（
※
14
日（
日
）

の
み
）。

　

肉
牛
の
部
の
審
査
会
場
で
あ
る

㈱
鳥
取
県
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
か
ら
１
８
１
頭
の
牛
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
競
わ
れ
ま
す（
一
般

来
場
は
で
き
ま
せ
ん
）。

肉
牛
の
部
会
場 

大
山
町（
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

倉
吉
市
か
ら
も
７
頭
が
県
代
表
と
し
て
出
場（
種
牛
の
部
）！

皆
さ
ん
の
応
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

▼倉吉市の県代表牛と出品者

区　分
本　牛 出品者

名　号 住　所 氏　名

第１区
（若雄）

金勝 関金町 岸田 克巳さん

第５区
（繁殖雌牛群）

ますやよい13 北野 増井 節雄さん

第６区
（高等登録群）

せき5まつ1の3

関金町 河本 一男さんせき5まつ132

せき5まつ321

第７区
（総合評価群）

かねこ 関金町 岸田 基資さん

せき第2ひみこ 関金町 鳥飼 育子さん

午前９時～午後５時（１４日のみ午後３時まで）

※メイン会場には駐車場がありませんので、臨時駐車場をご利用ください。
平日：ウインズ米子　土・日曜日：美保基地南、夕日ヶ丘団地駐車場
臨時駐車場、公共交通機関（近隣駅・空港）利用の場合、会場までを結ぶシャトルバスをご利用ください（メイ
ン会場とサブ会場を結ぶシャトルバスも運行されます）。

※問合せ先：農林課（あ２２―８１５７／い２３―９１００）

第９回全国和牛能力共進会鳥取県実行委員会（あ０８５９―２１―２６６２／ＨＰ：http://www.torizenkyo.com）

サ
ブ
会
場　

境
港
市（
竹
内
工
業
団
地
）

　

郷
土
芸
能
や
海
の
幸
市
場
が
楽

し
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
あ
の「
隠
岐
の
牛
突

き
」
が
11
日（
木
）、14
日（
日
）午
後

０
時
30
分
〜
１
時
30
分（
予
定
）の

間
、鑑
賞
で
き
ま
す
。



（3）平成 19.10.1

　

自
動
車
社
会
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
な
ど
の
影
響
で
、
鳥
取
県
内
で
も
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
鉄
道
と
い
っ
た
公
共
交
通
の
利

用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図

－

１ 

鳥
取
県
内
の
乗
合
バ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
輸
送
人
員
の
推
移
）

　

こ
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
、
公
共
交
通
は

地
域
住
民
の
足
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
ど

こ
ろ
か
、
そ
の
存
続
さ
え
危
う
い
状
況
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
基
本
的
な
生
活
と
社
会
参
加
の
機

会
を
確
保
す
る
公
共
交
通
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
自
ら
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

公
共
交
通
は
、
自
家
用
車
な
ど
の
移
動
手

段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
な
ど

に
と
っ
て
不
可
欠
な
移
動
手
段
で
あ
り
、
ま

た
、
普
段
は
自
家
用
車
で
移
動
し
て
い
る
市

民
に
と
っ
て
も
代
替
の
交
通
手
段
と
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
は
市
民
の
多
く
が
高
齢
者

に
な
り
自
家
用
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
や
、
将
来
に
向
け
て
、
若
者
の
定
住
化

や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め

に
も
公
共
交
通
を

地
域
の
足
と
し
て

確
保
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
自
動
車
事

故
が
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者
が
自
家
用
車

か
ら
公
共
交
通
に
利
用
転
換
す
る
こ
と
が
事

故
の
防
止
に
も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
で
移
動
す
る
代
わ
り
に

列
車
や
バ
ス
を
使
え
ば
、
人
が
移
動
に
要
す

る
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
２
倍
以
上
に
な
る
と
の

試
算
も
あ
る
な
ど
、
公
共
交
通
が
健
康
維
持

に
良
い
効
果
を
持
つ
と
い
う
利
点
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、
地
域
内
の
住
民
の
移
動
手

段
と
し
て
、
ま
た
、
観
光
客
な
ど
倉
吉
市
に

来
ら
れ
た
人
の
移
動
手
段
と
し
て
、
地
域
の

経
済
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
活
気
の
あ
る
、
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
も
公
共
交
通
を
維
持
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

旅
客
１
人
を
輸
送
す
る
場
合
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
は
、
自
家
用
車
と
比
べ
る
と
、
バ

ス
は
約
１
／
３
、
鉄
道
は
約
１
／
10
で
あ
り
、

公
共
交
通
は
環
境
負
荷
の
小
さ
い
移
動
手
段

で
す
。

　

地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
は
、

自
家
用
車
か
ら
環

境
負
荷
の
小
さ
い

公
共
交
通
へ
利
用

転
換
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

■
公
共
交
通
の
お
知
ら
せ

　

中
鉄
美
作
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た
、
蒜
山

〜
倉
吉
駅
間（
１
日
２
往
復
）
の
路
線
バ
ス
が

10
月
末
で
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
代
替
公
共
交
通
と
し
て
、
真
庭
市
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
10
人
乗
り
）
を
真
庭
市

中
曽（
蒜
山
イ
ン
タ
ー
付
近
）
か
ら
関
金
町
関

金
温
泉
バ
ス
停
ま
で
、
11
月
１
日
か
ら
週
５

日
・
１
日
２
往
復（
運
賃
２
０
０
円
）
の
運
行

を
開
始
し
ま
す
。

　

関
金
温
泉
バ
ス
停
で
、
乗
り
換
え
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
路
線
運
行
は
確
保
さ
れ
ま

し
た
。

   

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
乗
り
継

い
で
、
蒜
山
高
原
へ
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
の
移
動
の

        

公
平
性
の
確
保

み
ん
な
で
公
共
交
通
を
利
用
し
よ
う
！

交
通
事
故
防
止
・
健
康

維
持
な
ど
の
有
効
手
段

ＢＵＳ

交
流
促
進
・
地
域
の
経

済
を
活
性
化
す
る
基
盤

環
境
保
全
の

　
　
　
　

有
効
な
手
段

ＴＡＸＩ

2500

3000

3500

平成 18 年度平成 17 年度平成 16 年度

（千人）

乗合バス

タクシー・ハイヤー

図－１鳥取県内の乗合バス、ハイヤー・タクシー
        輸送人員の推移

CO２

CO
２

運行
者

主な
停留所名

１便
↓

２便
↓

３便
↑

４便
↑

真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

中曽 8：30 9：30 13：00 16：10

延助 8：31 9：31 12：59 16：09

上福田 8：33 9：33 12：57 16：07

中福田 8：36 9：36 12：54 16：04

道目木 8：43 9：43 12：47 15：57

関金温泉 9：00 10：00 12：30 15：40

日
本
交
通
㈱

乗継 ⇩ ⇩ ⇧ ⇧

関金温泉 9：10 10：10 12：22 15：35

厚生病院前 9：38 10：38 11：57 15：07

倉吉駅 9：45 10：45 11：50 15：00

中曽・関金温泉ルート

公共交通を利用しよう！

ＢＵＳ
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メタボとさよなら～本気でやせたいあなたに～

腹囲や体重が気になるあなたに、中部医師会の協
力のもと理学療養士が私たちのために新たに考案した
「水中運動」と「ジムプログラム」を実践しながら、水中
･陸上ダブルの効果を、体の内外の変化で確認していきます。
あなたの頑張りがきっと結果に現れます。メタボ教室を最初
の一歩とし、運動習慣を身につけて健康な生活を送りましょう。
○期間：11月から12月の毎週2回（火曜日・金曜日）
○場所：市営温水プール
○時間：１教室　15：30～16：00
　　　　２教室　18：00～18：30
　　　　３教室　19：30～20：00

＊初回と最終は血液検査などにより開催時間が1時
間早くなります。

○対象：30歳から60歳までの男女各教室20人
○内容：血液検査２回(開催時および終了時)

前半：男性はスタジオ運動、女性はプール運動
後半：男性はプール、女性はスタジオ運動
＊スタジオとプールは１か月ごとに入替えます。

○定員：各教室２０人
○受講料：無料

＊施設使用料が毎回別途必要です。
プール教室（通常500円／夕刻料金300円（２･３教室)）
スタジオ教室200円(保険料実費)

○申込方法
　温水プールでの直接申し込み、または、ハガキかＦＡ
Ｘに「郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号」を記入し、
申し込みください。

○申込期限：１０月１９日（金）
※ 医師などの診断により運動療法が禁止されている人は、お
断りする場合があります。

※問合せ先：市営温水プール(あ 47-1186 ／い47-1187)

事　業　名 日　時 曜日 会　　場 内　　　容 備　　　考

短大公開講座
10/21
13：30 ～

日 鳥取短期大学
シンポジウム 中村光彦先生 倉恒俊一先生

無料
「倉吉の暮らしを考える」 里見泰男先生 中嶋邦彦先生

たのしいレクリ
エーション

10/13・1/12・
2/9・3/8

土 倉吉交流プラザ
お茶を楽しもう・エプロンシ
アター・チャレンジゲームなど

指導：中部レクリエーション

協会
無料

第22回くらよし
女子駅伝競走大会

10/7
10：00スタート 日

市営陸上競技場
ほか

67 チーム 主催：倉吉市・鳥取陸上競技

協会・新日本海新聞社
日本海駅伝 10/7正午スタート 122 チーム

市民体育大会

10/8 月祝
市営陸上競技場
ほか

☆総合開会式 8：00 ～ 8：30

☆種目：倉吉マラソン・ソフトボール・バレーボール・ソフトテニ
ス・バドミントン・ゲートボール・クレー射撃・銃剣道・テニス・グ
ラウンドゴルフ・ラージボール卓球・フットサル・壮年野球

10/14 日 倉吉プラザボウル ボウリング

11/18 日
東中学校 ソフトバレーボール
体育センター バウンスボール

3/2 日 社小学校 卓球

第62回米子・鳥取
間駅伝競走大会

11/10・11 土日 米子～倉吉～鳥取
11/11 倉吉市営陸上競技場

主催：新日本海新聞社
10：00 スタート

ＮＨＫ水泳教室
11/18

日
倉吉交流プラザ

小学生を対象とした水泳教室 講師：田中雅美
8：00～18：10 市営温水プール

第2回 ニ ュ ー ス
ポーツ交流大会

1/27 日 未定
生涯スポーツであるニュース
ポーツを体験

講師：体育指導委員

「第５回鳥取県総合芸術文化祭」情報
★『シンポジウム／未来への礎～「倉吉・ダブル
ストーリー」にみる倉吉の歴史と発展～』
11月11日（日）の舞台公演に向け、「倉吉・ダブルス

トーリー」の時代背景や当時の倉吉を振り返り、今後

のまちづくりや地域文化について考えます。

と　き：10月14日（日）13：30～15：45

ところ：高田酒造酒蔵（西仲町）

入場料：無料

内　容：講演「江戸時代の倉吉あれこれ」坂本敬司さ

ん（鳥取県県史編さん室長）／特別演奏（とっとり邦楽

合奏団）／「みんなで語ろう～これからのわが町の文

化～」話し手：石上瑠美子さん（淀屋舞台脚本）、大和

屋かほるさん（里見舞台脚本）、伊藤俊之さん（倉吉市

企画部長）、進行：高多彬臣さん（県総合芸術文化祭中

部地区企画運営委員長）
※問合せ先：中部総合事務所県民局（あ 23-3186）

★倉吉レトロまちかど博物館 特別企画
「懐かしのおもちゃとポスター展」開催
～昭和の玩具とコレクションポスター（複製）～
と　き：10月６日（土）～21日（日）9：00～17：00

ところ：たいら商店（西町）
※問合せ先：倉吉市観光協会（あ 22-8158 ／い 22-8136）

★第２回山陰ＫＡＭＩあかり
神々の故郷山陰の、福の神にあえる街並みを、

和紙のあかりがやさしく包み込みます。
と　き：10月７日（日）16：00～20：00（雨天決行）

ところ：赤瓦・白壁土蔵群一帯（雨天の場合：倉吉市

役所西玄関 [予定]）

内　容：公募型ＫＡＭＩあかり展、白壁土蔵スクリー

ンアート、ステージイベント、因州和紙　象徴物アー

ト、屋台
※問合せ先：倉吉商工会議所青年部（あ 22-2191）

▼１０月以降の生涯学習・生涯スポーツ事業案内（８ページの「出かけてみよう」にも講座案内があります）

※申込・問合せ先：生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２―１６３８）

スポーツ・文化の秋
心も身体も動かしやすい季節です。さあ、チャレンジしてみましょう！

メタボリック予防教室参加者募集




